
企画提案書作成要領
次の各項目について作成すること。

審査項目 審査基準
１ 企画提案 本業務の目的及び「ネクストハイスクール構想」の趣旨を踏

まえ、提案全体の基本的な考え方、実施方針、支援コンセプ
ト等を記載すること

２
業
務
内
容
に
関
す
る
内
容

(1)コーディネー
ター養成・伴走支
援

・仕様書に基づき、コーディネーター養成研修の実施内容を
具体的に提案すること。
・育成する人物像を明確にし、地域連携、ファシリテーショ
ン、プロジェクトマネジメント等の能力育成手法を示す
こと。
・研修プログラム、年間スケジュール、到達目標を記載する
こと。
・配置後のコーディネーターへの支援方法及び相談体制を
具体的に示すこと。

(2)拠点校への伴
走支援

・各拠点校の学校改革を推進するための伴走支援内容を具
体的に提案すること。
・学校ビジョンの具体化、校内推進体制構築、地域や企業等
との連携強化の支援手法を示すこと。
・管理職及び教職員への研修・助言内容を記載すること。

(3)高校教育改革
実行計画策定支援

・県が策定を進める高校教育改革実行計画に対する支援方
法を具体的に提案すること。
・教育政策や学校改革の知見を活用した提案内容を記載す
ること。

(4)広報戦略・成果
発信

・特設サイト及び PR動画の企画内容、構成イメージ及び活
用方法を示すこと。

３．業務実績 ・過去５年間程度の類似業務実績について記載すること。
・業務名、発注者、実施年度、業務概要、契約金額等を記載
すること。

４．業務実施体制 ・業務実施体制図を作成し、責任者及び担当者の役割分担を
示すこと。
・教育改革支援、組織変革支援、人材育成、ファシリテーシ
ョン等の専門性を有する担当者について、その経歴及び
実績を記載すること。
・県教育委員会、拠点校、関係機関との連携体制及び迅速な
対応体制を示すこと。

５．提案金額 ・業務ごとの積算内訳（数量、単価、金額）が分かる見積書
を提出すること。



【補足説明】
・厳格に審査するため、企画提案書及び関係書類には、会社名など提案者が特定できる情報
は記載しないこと。
・仕様書や当要領に示していない内容でも、本県にとって有益となると思われるものについ
ては、積極的に提案すること。


